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Ⅵ　まとめ

都市計画において、自動車の普及、公共の交通機関の発達が進む中で交通整備は必要不可欠なものではないだろうか。

ここで都市交通における問題点を提起してみたい。

～自動車を利用する際の交通渋滞～

いま挙げた点は５０万以上の都市などに多くみられる問題点である。これらの問題に対しどのように都市交通が配置されているのか、そこで都市における交通を見ていこうと思う。

　

Ⅰ　都市交通の定義と特色

はじめに都市交通の定義だが、一般に交通は「人の意思に基づく社会的意味のある人や物の空間的移動」と定義している。ここで言う「空間的移動」とは大きく分けて、人の移動と物の輸送に分けられる。

次に都市交通の一般的な特色をまとめると次のようである。

1 都市構造や社会システムを反映して、場所的、時間的な集中が生じるとともに方向性をもつ。このため交通需要は大量かつ高密度となる。この傾向は都市規模大きくなるほど顕著である。

2 日常生活の周期性を反映して、１日のなかでも、一週間のなかでも、また季節的にも周期性がある。
3 通勤・通学・買い物などのように、基本的には短距離交通が大部分である。
Ⅱ　問題と対応

1 交通を利用する際の交通渋滞について

　都市交通では、交通主体つまり移動する人や物と交通目的が多様で複雑であるから、それに応じた交通手段と交通路のバランスのとれた整備が必要となる。ここで挙げている道路の渋滞は、交通手段としての自動車の量に対して、交通路である道路の容量が足りないことから生ずる問題であり、両者のアンバランスによるものである。

　年交通計画のおもな目的は、このような交通手段と交通路のバランスのとれた整備を図って、交通需要を円滑に処理することである。

　さらに交通渋滞が引き起こす問題として、長時間の自動車の使用によってCO2の排出が問題となり地球温暖化に繋がるということである。このように渋滞が原因となって引き起こる問題は大きく見れば地球規模も達するということである。

　具体的に人口が集中する都市部においては、この渋滞が大きな問題となっています。

　Ⅲ　各地における渋滞問題

・ここでは東京の事例を見ていきたい。

　東京の道路は、大量の車が押し寄せる“交通の集中”などにより、慢性的な渋滞問題を抱えています。こうした交通渋滞が、私たちの日常生活や企業活動に多大な経済損失を与えるとともに、排気ガスによる環境負荷増大や、交通事故の原因にもなっています。その対策の一つとして、主に渋滞の著しい交差点を対象に道路施設の改善や違法駐車の排除などによる渋滞緩和を図り、ある程度の効果は得たがまだ解消されているとはいえない。

　このような渋滞により考えられる問題として、排気ガス等による地球温暖化の問題や、救急車や消防車など緊急車両のタイムロスなど様々である。


　上図のように東京都のピーク時平均速度は全国平均と比べて極めて低い値となっている。

　このような事態が発生しないために、都市交通計画において交通整備のための計画が行われる。

· 次に近隣の都市である福岡県についてみてみたい。

近年、平行路線の交通として有明沿岸道路の整備が行われている。それにより部分開通に伴う平行道路の円滑化が進んでいる。

  並行路線の交通が有明海沿岸道路に転換し、沿線地域の渋滞が緩和！ 

  主要都市間等の所要時間が短縮し、都市間の交流・連携が強化！ 

  現道交通の走行性が向上し、自動車ＣＯ2の排出量が削減！
　これにより次のように渋滞の緩和につながっている。




· 次に高速道路の渋滞をみていきたい。

　お盆や正月などの帰省ラッシュなどで、よく目にする光景である。

　そもそもなぜその時期に渋滞が発生するかというと、親戚、家族、友達が一堂に会する事に意味があるからです。それによりある時間帯において、道路の交通需要が道路の交通容量（供給能力）を上回ることから生じるのです。
　その引き起こす大きな要素としては、JCTでの合流があげられます。２車線同士が合流して合計２車線になるのであれば、交通量が多くなった時に、そこに渋滞が発生するのは当然とも言えます。しかし、JCTの合流方法に問題があるケースも多いように思われます。料金所のゲートがたくさんありますが、通行券を受け取るだけです。ゲートを通過した車の列は、やがて２車線に収束していかなければなりません。

　このことから、ETCは何の解決法にもなっていないことが分かる。ETCの意義は、料金所のノンストップによる渋滞解消ではありません。料金所を自動化、簡素化することにより、小さな敷地にインターチェンジを多数造る事ができ、それにより渋滞の解消と利便性の向上を目指しているのです。
また今年の６月に京都でG８サミット外相会合が行われ、それを機に京都府や京都市では、交通渋滞の緩和と地球環境や健康の面からクルマに頼らない生活を提唱しています。そして６月２６日・２７日には、外相会合の会期に合わせて、ノーマイカーデーが実施されました。
世界的にみても近年、東京やニューヨーク、ロンドンといった発達した都市では、交通渋滞の状況は年に数％単位で悪化している。渋滞による損失金額は数十億ドルに達する。
先進都市の場合、道路や鉄道の敷設といったインフラ整備に長い期間を費やしてきた。その結果、インフラとして良いものができあがった。しかし、インフラの整備には限界がある。道路建設などの資金をどうするか、どこに道路を作るのか。解決するためのハードルは高くなる一方だ。インフラ整備には多大な時間とコストがかかる。都市の生活圏における人口密度の増加に、インフラの整備が追いつけないのが現状である。
日本でもガソリン税の暫定税率などをめぐり、道路財源についての議論が活発化したことは記憶に新しい。道路を作るための資金をどうねん出するかは日本に限らず、どの国にとっても頭の痛い問題である。
　このような事態をなくす、あるいは緩和していくために都市交通計画がどのように進められているのかをみていきたい。

　Ⅳ　交通計画とその調査

A. 交通整備のための計画

（１）交通量調査

　都市交通計画を策定するにあたって、まず行うべきことは計画区域の交通現状を把握するための交通量調査である。交通量調査には、次のようなものがある。

（ⅰ）断面交通量調査

　交通路のある地点を通過する交通量を交通手段別に測定する。この調査では各交通施設の利用実態が把握できるが、起終点をもった動きとしての交通は把握できないし、交通手段の変更を含めた交通分析や計画を扱うことができない。

（ⅱ）パーソントリップ調査

　断面交通量調査の弱点を補うため、トリップという概念が導入される。トリップの１単位は、ある人がある交通目的を達成するに、出発地から目的地に到着するまでの全交通過程であり、この課程において用いられる交通手段はトリップ内の属性として把握される。

（ⅲ）自動車起終点調査

パーソントリップ調査は人を中心とした交通調査であるのに対して、自動車を中心とした交通の起終点調査として自動車起終点調査がある。この調査は、自動車を用いたトリップの起点と終点を地域別・目的別・交通時刻別などに調査するものであり、一般にはアンケート調査により実施される。わが国では５年ごとに国土交通省が行う道路交通情勢調査の一環として実施されている。

　

　交通整備のための計画として上記のような取り組みが行われているが交通渋滞が緩和されるに至っていないのが現実である。

Ⅴ　新しい技術の登場

問題を解決するためには、極度の渋滞を起こさない仕組みが必要である。その仕組みとして、交通需要を管理、ユーザーに正しい情報を提供するITSが大切だと考えている。
これは最先端の情報通信技術を用いて道路と自動車をネットワークすることにより渋滞や交通事故といった道路交通問題を改善しようとするものである。自動車のカーナビゲターの普及にともなってITSによる交通管理の改善が進展しつつあるので、近い将来の交通計画に大きな手法となる可能性が出てきつつある。

ITを活用して、あらゆる情報を収集・統合して分析し、ユーザーに提供する必要がある。情報を収集・管理する複数のシステムを統合する、情報を一元管理するデータベースを構築・運用する、リアルタイムで情報をやり取りする通信システムを構築する、などの組み合わせで実現することになる。 

　ITSを利用して、道路の混雑具合、自動車の移動方向、時間帯といった情報を統合・分析すれば、渋滞が起こりそうな場所や時間を予測できる。リアルタイムにこの情報を提供することで、ユーザーは混雑している道路を回避でき、渋滞の悪化を防げる。渋滞が減れば、二酸化炭素の排出量が減るので、環境問題の対策としても貢献できる。 

　渋滞が発生する時間や場所に応じて、往来する自動車に課金する仕組みも実現可能だ。徴収した料金をインフラ整備や交通設備の資金に充て、渋滞の緩和に役立てるという好循環を生み出せる。自動車の年式やタイプを識別し、個別に料金を設定することもできる。電気自動車やハイブリッド自動車には課金せず、従来の自動車には課金するなど、環境問題の対策を目的とした料金徴収の仕組みもITSで実現できる。
　Ⅵ　まとめ

　最近の金融危機により、大手自動車メーカーの低迷がさけばれるなかにおいても、自動車の普及や使用も急激に減少するとは考えにくい。特に公共交通機関の整備が進んでいない地方においては、自動車の使用は欠かせないものではないかと思う。そのためにも、都市交通計画は欠かすことのできないものではないだろうか。

　都市における交通路は、交通を流す施設としての役割を果たすだけでなく、その沿線・沿道の土地利用と密接なかかわりをもつので、都市構造の形成にも重要な役割を果たしている。したがって、都市交通計画は土地利用計画とともに、その都市のマスタープラン実現に向けて一体的に計画策定をし、運用する必要がある。さらに、街路を始め交通施設は重要な都市空間であり都市施設であることから、快適な都市の居住環境の創造、都市景観の形成、駅におけるにぎわいの創出、災害時における防災空間といった側面も重視されている。このように都市交通計画に求められることをまとめると、次のようになる。

1 市民の動きやすさの確保

2 豊かさとゆとりを反映した快適な交通体系と景観・雰囲気の創出

3 高齢社会の安全・快適な交通体系の確立、バリアーフリーの交通システムの充実

4 交通公害への対応と環境への負担が軽い交通システムの確立

5 交通事故の減少

6 来街者のも分かり易い交通体系の確保

7 大規模災害時のモビリティの確保

　都市交通計画が担う役割は単に交通を処理するだけでなく、上記の多様な視点からの総合的な計画として策定する必要があり、都市計画全体に関わる極めて重要な事項である。

参考文献

加藤　晃・竹内　伝史　　編著

『新・都市計画概論』

その他インターネット文書

